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学校教育目標 『学ぶ・鍛える・共に生きる』 
 

(１) 生活や学習の基礎基本を通して、主体的に課題を見いだし解決する力を身につけた生徒を育てます。  【知】 

(２) 礼儀や規律を大切にし、夢や希望、感謝の心をもった生徒を育てます。                【徳】 

(３) 心身共に健康で、自他の生命や自然を尊重する生徒を育てます。                   【体】 

(４) 社会の一員としての自覚と責任をもち、よりよい社会を実現しようとする生徒を育てます。       【公】 

(５) 体験を通して自らの可能性を知り、広い視野に立ったものの見方や考え方を身につけた生徒を育てます。【開】 

  

 

『 照 顧 脚 下  』 

 

6 月上旬に梅雨入りしたにもかかわらず、それ以降は晴天と真夏日が続き、いつ梅雨明けしても

おかしくないと思っていた矢先、この文面作成中に“梅雨明け宣言”がなされたようです。近年に

ない雨の少ない梅雨であったなぁと思います。 

 

しかし先日の午後は本校周辺も見る見るうちに空が暗くなり、文字通りの“ゲリラ豪雨”に見舞

われました。あのような雨が数時間続いたと報じられた九州北部豪雨。今現在も不明者の捜索が続

き、多くの方々が避難所生活を強いられている様子が、連日報道されています。被災された方々の

御冥福と、現地の 1 日も早い復興をお祈りいたします。 

 

 

 その梅雨の合間、本校のビオトープに真っ白いハス

の花が咲いており、１つの言葉を思い出しました。予

備校時代の白髪の古文講師が、禅寺に記されているこ

とが多いと教えてくれたその言葉は 

『照顧脚下（しょうこきゃっか）』 

の四字熟語でした。 

“あしもと（＝脚下）を明るく照らして、よく見よ。 

（＝顧みよ）”という意味が、当時受験生の自分に染み

入り、30 年以上経過した今でも、ふとした拍子によみ

がえり、そのたびに背筋が伸びてしまいます。 

 

さて 7 月 21 日からは夏休み。今年は 34 日間の休みになります。学校という空間と時間から解

放される高揚感、「やらなければならない事」や「やりたい事」が山のようにあって、しかしそれら

を自分のペースで進められる期待感にワクワクしている事でしょう。ただ時間に余裕がある夏休み

だからこそ、テレビやゲーム・スマホから離れ、天井なり青空でも眺めながら、「1 年後の自分」「3

年後の自分」を自分勝手にイメージしたり、「今の自分」の許せる事・許せない事を何となく考える

時間も大事だと思います。「早寝・早起き・朝ご飯」で生活のリズムを大切にして、充電完了の状態

で 8 月 24 日に再会しましょう。御家庭でも子ども達の自主性を温かく見守って、御支援ください

ますよう、よろしくお願いいたします。     

 

（副校長 高橋 美光） 

 



 PART２ 

 

6月号でお伝えした通り、6月 22日に第 7回体育祭が開催され、朝早くから大勢の保護者の皆さんに応援に来

ていただきました。一人ひとりが力を出し切り、魂を燃やして競技にとりくむ姿は本当に素晴らしいものでした。

今年の改革は、3学年で取り組む競技の練習を昼休みに行い、当日までに団結を深めようというものです。各学年

からのメンバー3人による大玉競争。1～3年 20人からなる混合チームが、１分 30秒で何回跳べるか競う大縄。 

学年の壁を越えて協力し、練習の成果を発揮することができました。 

そして、2年の終わりから少しずつ練習を始めていた組体操。一人演技から二人、三人と大きな演技になってい

き、６クラスのピラミッドが全て成功。最後に前半クラス、後半クラスのタワーも見事に上がり、息を合わせる掛

け声が勇ましく、とてもかっこ良かったです。女子のダンスも、例年通りではなく、使う曲や手具、全体の隊形な

ども新しく考え、個々の役割も綿密に計算されています。生徒の意見を聞きつつ、試行錯誤しながらまさにみんな

で創りだした演技です。名前も生徒から公募し、「風姿花伝～紫の花～」に決まりました。どちらも、観ている人

たち全員が息を飲み静まり返るほどの迫力と優雅さが溢れる演技でした。 

 

ヒーローインタビュー 体育祭で活躍した皆さんにインタビューしました。 

            ① 大変だったことは？  ② うれしかったことは？  ③ みんなに一言 

【体育祭実行委員長】  ３年１組 

① 今年は入退場の指示などを実行委員が出し、僕も開会式の入場行進の笛を吹く役を任され、とても緊張しま

した。 

② 3年生の男子の組体操も女子の演舞（風姿花伝）も大成功で、それが何よりうれしかったです。  

③ 来年は今の 2年生が中心となって、全体を引っ張っていかなくてはなりません。 

今年を越える体育祭になるよう、頑張ってください。 

【白組応援団長】    ３年３組 

 ① 毎日の練習の計画を立てることと、全体の練習で、一般の人たちを盛り 

上げることが難しかったです。 

 ② 当日、白組のみんなが一致団結して総合優勝できたことです。 

 ③ 白組のみんな、どうもありがとう！！ 1.・2年生の皆さんは、来年も 

素晴らしい体育祭にしてください。 

【青組応援団長】    ３年６組 

 ① 今までは、先輩たちが引っ張ってくれたけど、今年は自分たちが全部決 

めなければならず、大変でした。また、全体練習の時、全員に指示を出すのも大変でした。 

 ② 青組が応援賞をとれたことです！！ 

 ③ 青組のみんな、急な変更にもすぐに対応してくれてありがとう。来年は、新しいアイデアを出して頑張って

ください。 

【赤組応援団長】    ３年４組 

 ① 3年生が引っ張らなくてはいけなくて、下級生をのらせたり頑張らせたりすることが大変でした。 

また、ダンスやフォーメーションを考えるのが難しかったです。 

 ② 本番が近づくにつれ応援団のみんなもやる気を出し、当日は一般の人たちも大いに盛り上がったこと。 

 ③ 体育祭を成功させるには、一人ひとりの頑張りが必要です。 

 

 

 

 



合唱コンクール始動 
体育祭や各学年の校外行事、前期中間テストも終わり、いよいよ文化祭への取組が始まりました。今年度

の「あかフェス」は、10月２６日（木）・２７日(金)に開催されます。 

 6 月下旬に各クラスの選曲係がリストの中から候補曲を選び、それをクラス全員で聞いて、歌いたい曲の

順序を決めて持ち寄ります。しかし、他クラスとかぶることも多く、すんなり第一希望で決まったり、くじ

引きで負けてしまったり、お互いに相談したりと様々な過程を経て選択曲が決まります。指揮者・伴奏者・

パートリーダーなど合唱への取組が動き出します。 

 各クラスで練習用の CD が配られ、自分のパートの音とりが、夏休み中の課題として課せられます。伴奏

の人も休み中にマスターできるように、部活や夏期講習の合間をぬって練習します。本格的に練習が始まる

のは９月からですが、夏休み中の努力が、秋に実を結ぶことになります。皆さん、頑張っていきましょう！ 

 各クラスの選択曲を紹介します。練習を重ねる中で、それぞれにとって特別な、思い出深い 1曲になるは 

ずです。今年も素晴らしい合唱コンクールになる予感がします。最高の文化祭・合唱コンクールにご期待く

ださい！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

1年課題曲 

『Let‘ｓ search  for  tomorrow』 
２年課題曲 

『予感』 
３年課題曲 

『信じる』 

１組 
旅立ちの時 

～Again Dream Song～ 
１組 虹 １組 走る川 

２組 はばたこう明日へ ２組 君とみた海 ２組 遥かな時の彼方へと 

３組 
My Own Road 
～僕が創る明日～ 

３組 時の旅人 ３組 はじまり 

４組 夢みたものは…… ４組 聞こえる ４組    聞こえる 

５組   大切なもの ５組 ヒカリ ５組 ひとつの朝 

 ６組 友 ～旅立ちの時～ 

 8 月 29 日（火）・30 日（水）に 2年生は職場体験に出かけます。今年度は２日間連続で同じ事

業所で体験をさせていただくことになっています。自分のお世話になる事業所の方のもとへ「事前

訪問」を行うのですが、夏休み前の面談期間で事前訪問を済ませています。 

 実際にお世話になる方と対面して、気持ちも高まり実際に体験するイメージもより強くなったの

ではないかと思います。 

 1年生は、職業講話を８月３１日（木）に行います。今年は１５事業所１７コース開設されます。 

自分の関心のある分野をアンケートし、その中から 1 部・2部と二つのコースでお話をきくことが 

できます。 

 先日コースが発表され、代表者も決まりました。具体的に来てくださる方々を紹介しました。ど

んなお話がきけるのか、楽しみにしている様子で『質問を考えよう』というシートに「何をきこう 

かな」「答えてもらえるかな」と様々な想像を膨らませていました。 

 仕事をするという、ちょっとまだ遠い未来に想いを馳せて、「自分の道」について様々な夢を抱い

たり、仕事をするというのはどういうことなのか、ちょっと意識が変わる数日間になると思います。 

身近にいる大人の人たちや今まで興味がなかった仕事についても、関心がわくことと思います。 

 様々な分野のプロの姿や熱い想いに触れて、素晴らしい体験をしてほしいと思います。受け入れ

てくださった関係各所の皆さまにおかれましては、感謝の想いでいっぱいです。 

今後とも、地域の皆さまとともに成長していくあかね台中学校の生徒たちをどうぞよろしくお願

いいたします。一生懸命、活動することで多くの皆さまの想いに応えてまいりたいと思います。 



 

  

     

【陸上競技部】 

第 30回 神奈川県中学校選抜陸上競技大会 

女子共通 砲 丸 投   ２年生  １１ｍ５１    ７位 

男子共通 棒 高 跳   ３年生  ３ｍ８０   ８位 

 

第 62回 全日本中学校通信陸上競技神奈川県大会 

女子共通 砲 丸 投   ２年生  １１ｍ４１    ８位 

 

女子共通 四種競技 ３年生 関東大会出場権獲得 

 

 

【バドミントン部】 

青葉区夏季大会個人戦 女子シングルス  第 3位  →市大会出場 

           女子ダブルス   第 5位  →市大会出場 

           男子シングルス  第 3位   

                    第 5位   

           男子ダブルス   優 勝  →市大会出場 

                    第 3位   

                    第 5位   

横浜市総合体育大会  男子団体戦    第 9位  ベスト１６ 

 

 

 

【卓球部】 

青葉区大会 個人戦 男子の部 第１０位 市大会進出 

横浜市卓球大会 団体戦予選リーグ ５勝０敗 第１位 決勝トーナメント進出 

 

 

【ソフトテニス部 男子】  

横浜市市大会出場（個人戦）３ペア出場 

 

【ソフトテニス部 女子】 

青葉・都筑地区予選大会（個人戦）  ４位・８位 

横浜市市大会出場（個人戦） ３年生２ペア出場 

 

                                        敬称略 

 


